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ロ バ ー ト ・グ レ イ ヴ ズ(RobertGraves1895-1985)の 文 学 的 価 値 に対 す る ア ン トニ ー ・バ ー

ジ ェ ス(AnthonyBurgess)の 弾 劾 は 、 今 日 に お け る グ レ イ ヴ ズ 再 評 価 以 前 の 、 グ レ イ ヴ ズ の

業 績 に 対 す る不 当 な 閉 却 の 代 表 的 調 子 を 示 す と い っ て よ い。

...Graves'simportanceasapoetstillseemstobeindoubt.Hehasproducedenoughto

ensurethat(aswithWordsworth)atleasttenpercentofhisoutputhastobetaken

seriously,butthereisnotonestanzaorevenlineofhisthathasbecomeacommonquotation

amongtheliterary.(TLS,1982)

こ の 文 脈 に お け る バ ー ジ ェ ス の 指 摘 は、 ワ ー ズ ワ ー ス と の 比 較 も含 め 、 文 学 サ ロ ン に お け る無

責 任 な 談 話 に 似 て 不 正 確 極 ま る判 断 で あ り、 誠 実 な 文 学 批 評 で あ る と は到 底 言 え な い 。 イ ギ リ

ス 文 学 を 読 む も の で あ れ ば ワ ー ズ ワ ー ス 作 品 の わ ず か 一 割 が 読 む に 値 す る と す る評 価 を ま じめ

な 批 評 で あ る と 受 け 取 る もの は い な い 。 グ レ イ ヴ ズ の 場 合 も同 様 で あ り、 か つ そ の 作 品 の1行

さ え も が 文 学 的 場 面 に お け る 引 用 の 対 象 と は な り得 て い な い と い う要 約 は、 そ の い ず れ の 点 に

お い て も誤 り で あ る。
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グ レイ ヴ ズの 文 学 的 ア ウ トプ ッ トは、 全 詩 集 で は、.Poθ肌81914-26(1927)か ら σoZZθoεε4

-Poθ濡81975(1975)に 至 る まで6冊 、 作 品数 は約1000編 に達 す る。 今 日 の グ レイ ヴ ズ批 評 に お

い て は少 な く見 積 も って もお よ そ そ の半 数 は十 分 に誠 実 な批 評 的分 析 の対象 で あ るの みな らず、

20世 紀 イ ギ リス詩 の ラ ン ドマ ー ク とな り得 る作 品 も多 く含 む。 散 文 作 品 に お い て は、 極 め て 引

用 度 が 高 いGoo4う:yθ 診o.AZZ7iん碗(1929)、 あ るい は ク ローデ ィア ス(α α認 εμ8)シ リーズ(1934)

を 代 表 作 とす る小 説21編 、 さ らに、、4翫rひθッo!Modθrπ`8オPoθ か:y(1927)や7!肋 陥 あεGoddε88

(1948)等 の 批 評 作 品20編 は、20世 紀 イギ リス文 学 に お い て 重 要 な 示 唆 を 与 え る業 績 で あ る。

これ らの事 実 を 見誤 る評 価 は、 グ レイ ヴ ズ に対 す る評 価 の み な らず20世 紀 イ ギ リス詩 を概 観 す

る批 評 的 判 断 と して も、 単 な る偏 見 あ るい は認 識 不 足 と して済 ませ る こと はで きな い。

本 論 文 の 目的 は、 この よ うな批 評 的状 況 に鑑 み、 第 一 に、20世 紀 前半 の イギ リス詩 の文 脈 に

お け る グ レイ ヴズ詩 作 の近 代 的意 味 とそ の重 要 性 を 明 らか に し、 グ レイ ヴ ズ文 学 の再 評 価 を 行

う こ と、 第 二 に、 グ レイ ヴ ズ に対 す る ロー ラ ・ライ デ ィ ン グ(LauraRiding)の 文 学 的 影 響 に

つ いて そ の正 確 な意 味 を究 明 す る こ と、 第 三 に、 グ レイ ヴ ズ の文 学 的 特 質 が イ ギ リス詩 の伝 統

的 感 覚 を継 承 す る もので あ る とす る仮 定 に立 ち、 そ の反 モ ダ ニ ス ト的 姿勢 を証 明 す る こ とに あ

る。

グ レイ ヴ ズ は 自 らの詩 作 にっ い て の 自意 識 を強 く持 っ詩 人 で あ る。 そ の批 評 も、 究 極 的 に は

自 らの詩 作 につ いて の 覚 え書 きで あ る と要 約 す る こ とが で き る。 作 品 の多 くは詩 作 行 為 を主 題

とす る もので あ る。 この意 味 で詩 は グ レイ ヴズ に と り詩 的 精 神 の軌 跡 で あ る。 一"Avalueof

collectedpoemsshouldformasequenceofintensermomentsofthepoet'sspiritualautobio-

graphy."一 詩 が精 神 的 自叙 伝 で あ る こと を確認 す る グ レイ ヴズ の感 覚 は、 その 詩 的 ア ウ トプ ッ

トが 自 らを題 材 とす る もの で あ る とい う意 味 にお い て ロマ ンテ ィ ックで あ る。 詩 作 の精 神 状 況

は、 バ ラ ッ ドあ るい は ナ ー サ リー ・ラ イ ムの感 覚 の再 現 、 戦 後 期 の精 神 的不 安 定 を示 す心 理 的

関 心 、 ミュー ズ へ の献 身 と詩 的 デ ィシ プ リ ンの追 求 等 の いず れ の局 面 にお い て も 自 らの詩 的存

在 を問 う姿 勢 と して見 る こと がで き る。 グ レイ ヴズ の発 展 が 長 期 間 の詩 的 キ ャ リアに お い て持

続 す る理 由 は、 第 一 に詩 人 が 自 らの ロマ ンテ ィ ック な資 質 を必 ず しも望 ま しい もの とは考 えず、

詩 的成 熟 はそ の資 質 を抑 制 す る こ とに よ って深 め られ る とす る 自覚 を持 つ こ と、 第 二 に詩 の芸

術 的特 質 に対 す る認 識 が 深 ま る に従 い、 現 実 的 価 値 との葛 藤 を 内包 す る新 た な ロマ ンテ ィ ッ ク

な感 覚 を把 握 し、 この対 立 的経 験 を詩 作 の必 然 とす る意 識 を持 ち得 たか らで あ る と いえ る。 第

一 の段 階 は
、 マ ヨル カ(ラ イ デ ィ ング と の共 同文 学 活 動 を可 能 とす る孤 立 的 環 境 と いえ る)に

お け る独 特 の芸 術 的 デ ィ シプ リンの実 践 と して存 在 し、 第 二 の局 面 に お け る詩 的 解放 は、 ラ イ

デ ィ ン グの影 響 か らの離 脱 と新 たな 詩 的 自我 の発 見 ど して認 識 され る。 この経 験 にお け る最 大

の問 題 は 自 らの本 質 を表 現 す る ロマ ンテ ィ ッ クな価 値 と真 の 詩 的 価 値 との 距離 を ゼ ロに近 づ け
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る こ とに あ る。 本 来 バ ラ ヅ ドや ナ ー サ リー ・ライ ムに常 に親 近 感 を示 す グ レィ ヴ ズ の感 覚 は、

純 真 、 自然 、 田園 、 美 、 愛 、 想 像 的 領 域 等 を主 題 とす る ジ ョー ジ朝 詩 人 の 感 覚 と の本 質 的 差 は

な く、 この意 味 に お い て もイ ギ リス詩 の 伝統 的気 質 を受 け継 ぐ。 言 い換 えれ ば 、 グ レイ ヴ ズ の

場 合 自 らの詩 作 の本 質 を ロマ ンテ ィ ックな視 点 と して理 解 し、 そ れ を追 求 す る限 りにお いて は

特 に詩 的 葛 藤 を予 期 す る こ とは な い。

グ レイ ヴズ の感 覚 は、 詩 が 日常 的 に は読 者 に精 神 的、 道 徳 的慰 安 を与 え 、 芸 術 的 に は理 想 と

す る詩 的 価 値 を追 求 す る もの とす る素朴 な理 解 が あ り、 この ロマ ンテ ィ ック な把 握 を 超 え る基

本 的 芸 術 的 問 い は い わ ば当 初 か ら省 略 され て い る。 この状 況 に お いて 詩 作 の必 然 性 を 問 う態 度

は グ レイ ヴ ズ の場 合 、19歳 で 遭 遇 す る戦 争 体 験 を そ の契 機 とす る とい う皮 肉 な 性 質 を 持 っ 。 グ

レイ ヴ ズ の詩 的 発 展 は そ の キ ャ リア にお いて何 らか の外 部 的 刺 激 を必 然 とす る こ とが 特 徴 的 で

あ る とは い え、 塑 壕 戦 争 の現 実 的 体 験 が そ の使 命 を担 う こ とは悲 劇 的 で あ る。 この体 験 は戦 争

詩 の ジ ャ ンル に お け る詩 作 意 識 を先 鋭 化 す るの で はな く、 む しろ重 傷 に よ る除 隊 後 その 深 刻 な

トラウ マ と して詩 人 を苦 しめ る。 それ は詩作 に対 す る展 望 を絶 望 的 とす る精 神 衰 弱 の状 況 に追

い込 む もの で あ る。 即 ち、 詩 人 の精 神 の 内 奥 にお け る苦 悩 は詩 作 の試 練 を与 え る と い うよ り詩

的 自我 を見 失 わせ 、 芸 術 的 希 求 の強 さ に拘 わ らず詩 作 を惰 性 化 す る。 以 来 、 グ レイ ヴ ズ の詩 的

葛 藤 は この意 味 で 常 に ク リシェ を脱 す る詩 作 の可 能 性 を追 求 す る問 題 と して 存 在 す る。

こ こ に一 っ の皮 肉 な事 実 が あ る。 シ ェル シ ョッ クに起 因 す る神 経 衰 弱 は、 そ の精 神 の 鋭 敏 な

「
活 動 にお い て あ る重 要 な発 見 を グ レイ ヴ ズに もた らす 。 それ は、 詩 作 が 本 質 的 に非 理 性 的 衝 動

(詩 的 イ ン ス ピ レー シ ョン)に よ って支 配 さ れ る とす る信 念 で あ る。 こ の理 解 は一 方 で詩 的 自

我 の発 見 を困 難 にす るが 、 他 方詩 作 衝動 の神 秘 的性 質 を確 信 させ る。 この 局面 で 、 グ レイ ヴ ズ

が フ ロイ ト派 心 理 学 者 、W.H.R.リ ヴ ァー ズの学 説 を 援 用 し得 た 意 味 は大 き い。 芸 術 的 創 造

を人 間 精 神 の非 理 性 的 活 動 とす る仮 説 は詩 作 の心 理 的 メ カ ニ ズ ム に対 す る科 学 的 サ ポ ー トで あ

り、 す べ て不 確 定 、 不 安 定 の状 況 に あ る グ レイ ヴ ズが唯 一 確 信 し得 る もの で あ る。 事 実 こ の信

念 は揺 ら ぐ こ とな くグ レイ ヴ ズ詩 作 の コ ア とな る と言 って よ い。

この事 実 に拘 わ らず 、1920年 代 の詩作 は不安 定 と混 迷 の状 況 を露 わ にす る。 詩 作 と非 理 性 と

の必 然 的 関 係 を追 求 す る姿 勢 は一 定 で あ るが そ の答 え を見 出 す に は至 らな い。 詩 作 の混 乱 は、

現 実 と観 念 、 感 情 と理 性(グ レイ ヴ ズの理 解 に お い て は知 性)、 芸 術 的 価 値 と非 芸 術 的 価 値 等

の葛 藤 と して存 在 す る。

Intheperiodofconflict,poetrymaybeeitherapartisanstatementintheemotionalorin

theintellectualmodeofonesideoftheconflict;orelseadoublestatementofbothsides

oftheconflict.(PoeticUnreason)

葛 藤 と は具 体 的 に は ジ ョー ジ朝 詩 の 感覚 か らの離 脱 意 識 、 戦 場 の現 実 と詩 的価 値 の 懸 隔、 戦 争
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神経症 と家庭的不幸 による精神的苦悩、詩的 自我意識 の喪失、芸術的 メ ンターの喪 失等の絶 望

的展望 と して持続す る。

ライデ ィングの芸術 的イ ンパ ク トはこの状況 において発生す る(グ レイヴズは1925年 、 ライ

デ ィング と運命的 に出会 う)。 ライデ ィングはアメ リカの詩的精神 に見切 りをっ けた芸 術 的 エ

ミグ レで あ り、極端 な芸術至上主義的姿勢 を持つ。 その独善的で はあるが、強 い芸術的主張 と

特権 的意識 を特徴 とす る芸術感覚 はグ レイヴズ詩作 の混迷 に対 し啓示的衝撃を与 え る。少な く

ともグ レイヴズの自覚 はそ うであ り、 このため に過去 の日常的、芸術的 な価値のす べ て("all

that")に 対す る訣別の意志が表明 され る。 ライデ ィングの思想 は歴 史 的、 社 会 的、 個人 的 価

値 をすべて捨象 し、純粋 に詩の純粋性 のみを強調す る極端 に排他的な原理を持 っ。 その理 論 と

詩作姿勢 にお ける強 い個性 と唯我論 的態度 は芸術 的孤立 を余儀な しとす る(マ ヨル カはこの意

味にお いて必然的文学環境であ る)が 、少 な くともその芸術的 エ リティズム、批評 にお ける知

性、現実 的価値 に対す る明快な否定等 の姿勢 は グレイヴズの芸術的 スラ ンプを解 消す る有効 な

可能性 を示唆す る。

出会 いの状況 はた しか にそ うであ ると して、 マ ヨルカの状況 を要約 すれば、客観 的 には、 ラ

イデ ィングの芸術 的影響が グ レイヴズにおける混迷 を解決す る方向を明確 に示 した と見 ること

は必 ず しも正確 ではな い。1938年 に至 るまでの共同生活 にお いて グ レイ ヴズ詩作 にお け る葛 藤

は持続 し、詩 が本質 的に グ レイ ヴズの感覚 を示す ことは変わ らな い。 とは言 え、 ライデ ィ ング

の影響 を啓示 的 とす るグ レイ ヴズの 自覚 を全 く軽視す る解釈 も他方 において適切 とは言えない。

ライデ ィングの芸術 的感覚 は確 かに グレイヴズの詩作 に忠告 を与 え得 る明快 なプ リンシプルを

有す る。詩作 におけ る芸術至上主義 的姿勢 は明 らか にモ ダニス トの感覚 であ るが、 ライデ ィ ン

グの場合 それは詩 の純粋性 に対 す る極端 な追求 として示 され る。即 ちそれ は、詩 が 「真実以外

の何物 も表す べ きで はな く、詩 を真実以外 の名で呼ぶ ことはで きない」 とす る強 い信念 と して

主 張 され るものであ る。 グレイ ヴズの場合、 自 らの精神 にお ける二律背反 的葛藤 に対 す る鋭 い

認 識 に拘 わ らず、 その芸術的信念 は単 に曖昧 とい うよ りむ しろ不在 であ る。 この状況 において

ライデ ィングの主張 を独善 と見 る余裕 をグ レイヴズは持 ち得 ず、 ライデ ィングの詩作哲学 を詩

作 の デ ィシプ リンの指針 と して把握す る。

ライデ ィングの批評 はた しかに グレイヴズの弱点を鋭 く指摘 す る。 「自 らの ことにつ いて書

くことは止 めよ」 とす る忠告 は、20年 代 の状況 にお いて グ レイヴズ詩作 の低調 の原 因を正 確 に

言 い当て る もので あ る。即 ち、 それは ロマ ンテ ィックな感覚 の抑圧 を意 味す る。 グレイ ヴズの

理解 は正確で あ り、 自らの感情 的価値 を反映す る ものをすべて抑制す る認識 を得 る。 マ ヨル カ

における詩的 デ ィシプ リンは従 って この意識 を持続す ることにあ ると言 ってよい。 グレイ ヴズ

の詩 の質 が この段階 において高 め られ る事実 は確か にあ る。30年 代 にお けるグレイ ヴズ作 晶 は
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そ の 客観 的視 点 と知 的 な表 現 に お い て詩 的 洞 察 の 深 さを示 す こ とが で きる。

Mustwehenceforthbegrateful...

Thattherustywater...

Ourthirstquenches?

("CertainMercies")

詩 の 主 題 は肉体 と精 神 の葛 藤 に対 す る弱 い存 在 と して の人 間 的抗 議 で あ る。詩 の ペ ル ソナ(こ

の 場 合 は詩 人)は 肉 体 の存 在 を含 む呪 い(即 ち肉 欲、 欲求 不 満 、 あ る い は存 在 そ の もの に対 す

る憎 しみ)を 究 極 的 に受 け入 れ る とい うよ り、 この 「牢 獄」 に お け る状況 を挑戦 的 に肯定 す る。

これ は精 神 の優 位 を 確認 す る ロマ ンテ ィ ック な、 あ るい は感 傷 的 な信 頼 の態 度 に対 す る道義 的

な 怒 りで あ る。

Thateachnewindignity

Defeatson!ythebody,

Pamperingthespirit

Withobscure,proudmerit?

新 た な詩 的 デ ィ シ プ リンに お い て は 「曖 昧 な誇 り」 で精 神 が 「甘 や か 」 され る こ と はな い。 葛

藤 は肉体 的 呪 咀 も内 包 し得 る もの で な けれ ば な らず、 この認 識 が感 傷 とは無 縁 の 、 したた か な

現 実 感覚 を 内 包 す る新 た な詩 的感 覚 が存 在 す る こ とを 示 す。

マ ヨル カ にお け る詩 的 デ ィ シ プ リンの最 大 の効 果 は、 詩 的主 題 に対 す る集 中 力 と その表 現 を

抑 制 す る力 の達 成 を可 能 に した点 に あ る。 詩 は この 力 に よ って緊 密 な構 成 を 示 し知 的 性 質 を 獲

得 す る。 この事 実 を ラ イデ ィ ン グの影 響 に よ る よ い結 果 で あ る とみ なす こと は 自然 で あ る。 同

時 に、 この変 化 を ラ イデ ィン グの存 在 との直 接 的 関 係 にお い て見 るの で は な く、 グ レイ ヴ ズ 自

身 の詩 的発 展 にお いて予 測 し得 る成 熟 で あ る とす る解 釈 は不 可 能 で は な い。 た しか に グ レイ ヴ

ズ は ラ ィ デ ィ シグ との接 触 以 前、 既 に象 徴 的手 法 の発 見 によ り詩 の主 題 と表 現 の 形 式 につ いて

素 朴 な ロマ ンテ ィ ックな ヴ ィ ジ ョ ンを不 十 分 とす る認 識 を示 す と い う事 実 が あ る。 σo漉C6ed

-Po2肌s1938(1938)は マ ヨル カ に お け る詩 作 の 集 大 成 と して 位 置 づ け られ る が 、 この 詩 集 に

お い て ラ イ デ ィ ン グ の影 響 を あ る程 度 明 らか な もの と して指 摘 し得 る場 合 例 え ば"ln

Brokenlmages"(1929)に お け る よ うに 抽 象 的 観 念 が 対 比 的 に 羅 列 され る文 体("Assuming

theirrelevance,heassumesthefact;/Questioningtheirrelevance,Iquestionthefact,"etc)

一 は例 外 的 で あ り
、 作 品 は相対 的 に グ レイ ヴズ固 有 の特 色 を持 ち、 かつ 一 定 の 詩 的 質 の高 さ

を維 持 す る もの と み なす こ とが で き る。 この よ うに見 れ ば 、 グ レイ ヴ ズの詩 的 発 展 は ライ デ ィ

ング を芸 術 的 メ ンタ ー とす るが 、 そ の芸 術 的亜 流 と して の変 化 を示 す もので はな い ことを 理 解

す べ きで あ る。
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ライ デ ィ ング の芸 術 的 影 響 に対 応 す る グ レイ ヴ ズの 自己修 練 は、 む しろ批 評 的 文 脈 にお い て

見 る こ とが で き る。 マ ヨル カ にお け る批 評 の中心 的 テ ー マ は ライ デ ィ ングの 芸 術 哲 学 に よ る啓

蒙 と モ ダ ニ ス ト詩 批 評 に あ る。 モ ダニ ス ト詩 に対 す る批 評 活 動 は と り あ え ず 、4S獄 びε:yo∫

Mo4θ 翻sムPoε 〃ッ(1924)を 刊 行 す るが、 これ は単 に批 評 と い うよ り グ レイ ヴ ズ/ラ イ デ ィ ン

グの共 同執 筆 を可 能 とす べ き両 者 の批 評 的 ス タ ンス を相 互 に確 認 す る作業 を意味 す る と言 え る。

.ASμ 測e:yの 基 本 的 視 点 は モ ダニ ス ト詩 を批 評 の対 象 とす るが そ れ に対 す る共 感 を述 べ る もの

で は な い。 事 実 、 ラ イデ ィ ングの姿 勢 はモ ダニ ス トの弱 点 を鋭 く批判 す るが、 同 時 に 自 らモ ダ

ニ ス トの詩 作 感 覚 を 共 有 す る部 分 を(意 識 す る こ とな く)明 らか にす る。 一 方 、 グ レィ ヴ ズ は

モ ダニ ズ ムの文 体 に対 す る批 評 を 除 き、 初 期 モ ダ ニ ス ト(と 目す一 群 の詩 人)の 芸 術 的性 質 を

十 分 に理 解 す る こ とな く、 曖 昧 な反 発 を示 す に とど ま る。

マ ヨル カに お け る批 評 の この基 本 的姿 勢 一 一即 ち、 ライ デ ィ ングの モ ダニ ス ト寄 りの批 評 意

識 とグ レイ ヴズ の不 確 か な批 評 意 識 一は両 者 の 芸 術 的 関係 を決 定 す る と言 え る。 言 い換 え れ

ば、 グ レイ ヴズ の 自己修 練 は第 一 義 的 に ライ デ ィ ングの モ ダニ ス ト的感 覚 を い か に理 解 し吸収

し得 るか とい う方 向性 を有 す る。 この 自覚 が 詩 人 の 意 識 に明 瞭 に存 在 した とは言 え な い が、 ラ

イ デ ィ ング を師 と しそ の影 響 を 自認 す る姿 勢 が一 方 にあ り、 他 方 、 モ ダニ ス トとは本 質 的 に異

な る 自 らの詩 作 感 覚 の存 在 は否 定 で きず 、 この コ ンフ リク トの解 決 は困 難 で あ る とす る見 通 し

は あ る。 そ れ は詩 的 デ ィ シプ リンに よ って 解 決 し得 る もの で は な く両 者 の芸 術 的 感 覚 の本 質 的

相 違 で あ る。 この認 識 は、珈 ど♂og粥 批 評(1935-1937)に お い て そ の 頂 点 を 示 す ラ イ デ ィ ン グ

の批 評 的 ヘ ゲ モ ニ ー とグ レイ ヴ ズの 影 の 薄 さに よ って、 よ り明 らか に な る。 この 場面 で グ レイ

ヴ ズ は モ ダ ニ ス ト的 批 評 姿 勢 に調 和 す る こ とな く、 伝 統 的批 評 感 覚 を示 す に留 ま る。 グ レイ ヴ

ズ の詩 作 感 覚 が モ ダニ ス ト詩 に調 和 しな い こ とは マ ヨル カ にお け る詩 的発 現(Oo〃 θc詑己Poθ肌8

1938及 び.Poε隅81938-1945所 収 の 大方 の作 品)が 証 明す る とお りで あ る が 、 批 評 意 識 と して は

ライ デ ィ ング に拮抗 す る先 鋭 さを持 ち 得 な い。 亙ρ伽g麗 で は、 文 学 に お け る道 徳 的 性 質 を 強

調 す る点 で イ ギ リスの 伝 統 的 感覚 を 示 す重 要 な貢 献 をす るが 、 こ の論 点 を 除 き、 お お む ね 第 二

の声 と して慣 習 的主 題(ロ マ ン派 詩 批 評 等)を 再 現 す る以上 の 批評 的旗 幟 を 明 らか に す る こ と

は な い。

皮 肉 な意 味 で は、 グ レイ ヴ ズの詩 的 デ ィ シプ リンは ライ デ ィ ングの詩 作 哲 学 とそ の モ ダニ ス

ト感 覚 に対 す る複 雑 な ア ン ビヴ ァ レ ンス に よ って 成 立 す る。 ラ イデ ィ ン グか らの離 脱 は、 一 方

で、 芸 術 的混 迷 の解 決 と新 た な詩 作 の可 能 性 を啓 示 し得 る詩 作哲 学 と 自己集 中 の モ デ ル に対 す

る断念 で あ り、 他 方 で 、 ラ イデ ィ ン グが共 有 す る モ ダ ニ ス ト感覚 に対 す る反 発 を意 味す る。 グ

レイ ヴズ が ライ デ ィ ン グか ら学 び得 た最 も重 要 な 局面 は詩 作 の デ ィ シプ リン と集 中性 に対 す る

自覚 と して示 され る もの で あ る。 そ れ は詩 作 を行 う自己 の本 質 に対 す る根 本 的 問 い か け と新 た
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な 自我 の発 見 とい う意 味 を 持 っ。 この修 練 は、 例 え ば"NewLegends"(1930)あ る い は"The

AgesofOath"(1938)等 に お け る洗 練 され た詩 的特 質 と して 見 る こ とが で き る。 同 時 に こ の

場 合 達 成 され る もの はモ ダニ ス ト詩 の感 覚 と は異 な る グ レイ ヴ ズ本来 の 詩 的感 受 性 、 言 い換 え

れ ば イギ リス詩 の伝 統 的感 覚 を内 包 す る詩 的特 質 で あ る。 即 ち、 そ れ は ラ イデ ィ ン グ及 び モ ダ

ニ ス ト詩 にお け るエ リテ ィス トの姿 勢 と呼応 す る難 解 性 、 閉 鎖 性 、 抽 象 性 との 明確 な 距離 を示

しそ れ は ほ とん ど グ レイ ヴズ の意 識 的態 度 で あ る とい え る。

DidIforgethowtogreetplainly

Theespecialsight,howtoknowdeeply

Thepleasuresharedbyuprighthearts?

("TheAgesofOath")

「平 明 な」 表 現 あ る い は 「廉 直 な人 々」 との喜 び の共 有 を 回 復 し、 この認 識 に お け る新 た な

出発 を述 べ る態 度 は 同時 に ライデ ィ ングか らの離 脱 の宣 言 で あ る。 この主 題 が 示 唆 す る詩 的 特

質 は、 第 一 に詩 的 経 験 にお け る現実 的価 値 の肯 定 とそ の平 明 な表 現 、 第 二 に読 者 と の道 徳 的 価

値 の共 有 を確 認 す る もので あ り、 モ ダニ ス ト詩 と反主 題 的 で あ る こ とは 明 らか で あ る。 グ レイ

ヴ ズが こ とさ ら平 明 と言 い、 廉 直 を言 うの は、 人生 と文 学 との関 係 につ いて の モ ダ ニ ス ト=ラ

イ デ ィ ング の究 極 的 否 定 の 態度 に対 峙す る姿 勢 を示 す こ とで あ る と解 釈 す る こ とが で き る。 言

い換 え れ ば、 グ レイ ヴ ズの主 題 は、 ライ デ ィ ングの芸 術 的感 受 性 にお いて 現実 的 価 値 と文 学 と

の関 係 を模 倣 的(lnimetic)で あ る と見 る ので は な く、 人生 が芸 術 よ り隠 喩 的 に 小 で あ り、 歴

史 的 限 界 に住 し、 芸 術 的恒 久 性 を持 ち得 な い とす る エ リテ ィス ト的 否 定 主義 に対 す る道 徳 的抗

議 で あ る と理 解 し得 る。 そ れ は同 時 に詩 作 品 にお け る肯 定 的視 点 と して示 唆 され るが そ れ は必

ず し も明 快 な変 化 と して 見 られ るわ けで は な い。

現 実 の詩 作 た お け る グ レイ ヴ ズの デ ィ レ ンマ は、 ライ デ ィ ング の感 覚 に対 す る共感 とモ ダニ

ス トの 感 覚 に対 す る反発 を そ の意 識 に お いて 並 存 させ る こ とに あ り、 この 関係 に お け る緊 張 を

内 包 す る詩 作 状 況 が 常 に存 在 す る と見 な けれ ばな らな い。 特 に ライデ ィ ングか らの離 脱 の過 程

で この 状 況 は複 雑 な 詩 的 デ ィ シプ リンの内 実 と して推 移 し、 グ レイ ヴ ズの詩 的解 放 はそ の意 味

で は ほ と ん ど解放 の 実感 を伴 う とは い えな い。 よ り正 確 に は、 ライデ ィ ング離 脱 の 余波 は グ レ

イ ヴ ズ詩 作 に お いて 二 律 背反 的主 題 が常 に並 存 す る とい う性 質 を形 成 し、詩 的葛 藤 は この パ タ

ンを 基 本 的 に表 す と い うべ きで あ る。40年 代 にお け る女 神 を主 題 とす る作 品 の特 質 は ポス ト ・

ライ デ ィ シ グ期 にお け る感受 性 を示 す とい うよ り、 む しろ詩 人 特 有 の 主 題 と して の ミュー ズ の

象 徴 性 を追 求 す る もの で あ る。 ライ デ ィ ングの衝撃 の余 波 は確か に ライデ ィングが女 神 の イ メー

ジ と して 変 質 した と い う見方 に お い て は存 在 す る。 少 な く と も、 ライ デ ィ ングの影 響 に対 す る

負 い 目が グ レイ ヴ ズの詩 作 意 識 に お いて 払 拭 しきれ な い とい う意 味 にお いて この イ メ ー ジを否
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定す る ことはで きない。同時 に、女神 の理念 とその複雑な象徴的性質 につ いて の説 明を伝記的

背景 にのみ求 める ことが不適切であ ることは言 うまで もない。詩 的イメージと しての 「白い女

神」(TheWhiteGoddess)は その神 話的、宗教 的、 文化人 類学 的、 心理 学 的文 脈 にお ける女

神像 を集約す る広 く深 い背景 を持つ理念 を含 む。 その要 はグ レイヴズ詩作 の一切 のメカニズム

を担 う ミューズと して認識 され る機能 であ る。 この認識 において白い女神 を主題 とす る作品 の

特質 は、究極的 に自 らの詩的洞察 を可能 にする ミューズに対 す る絶対的献身を表現す ることに

あ る。 この姿勢 は詩人が 自 らに課す詩 的デ ィシプ リンの必然性 を支 え る詩作 の信念 として存在

す る。

女神 を主 題 とす る作品 の象徴的性質 は基本的 に この意味 におけ るア ンテ ィノ ミーを詩 のエネ

ル ギーとす る もので あ り、 この葛藤無 しに詩 は成立 しない。即 ち、 ライデ ィングの余波 は女神

の二面 的性質 に対す るグ レイヴズの認識 に潜在的な影響を与 えた ことは否定で きず、葛藤の本

質が詩的 イ ンス ピレーシ ョンの性質 と して追求 され る過程で グ レイ ヴズの詩的解放が示 され る

と言 え る。女 神 の二面性を、同一物 の対立す る価値 と して両立す べ きもので ある とす る基本的

立場 は、っ まると ころ女神 の否定 的側面、即 ち、詩的 イ ンス ピレー ションを拒絶す る女神の冷

酷 な性質 を理解 しかつ受容す る精神 的能 力を持っ ことを意味す る。女神=ミ ューズへ の絶対 的

服従の姿勢 にお いて詩人 は自 ら常 に 「ミューズ詩人」であ ることを確認す る状況 に置かれ るだ

けで な く、 その詩的発現 は女神の啓示 を忠実 に表現すべ きものであ るとい う規制 を受 ける。 さ

もな くば ミューズ詩人 の特権 を失 うのみであ る。"_somethingdiesinthepoet.Perhaps

hehascompromisedhispoeticintegritybyvaluingsomerangeofexperienceorother...above

thepoetic."一 一 女 神 詩 にお け る詩 的 デ ィシ プ リ ンの厳 しさ は、 グ レイ ヴ ズ の 意 識 に お い て 、

ミュ ー ズ詩 人 と して この 過 酷 な条 件 を ク リアす る こと無 しに真 の詩 作 は行 われ な い とす る オ ブ

セ ッシ ョ ンか ら脱 却 す る こ と はあ り得 な い とす る 自覚 にあ る。 この過 程 に お いて 詩 的 葛 藤 の 意

味 を よ り主 体 的 に捉 え る視 点 が 発 見 され た こ とは グ レイ ヴ ズの詩 的成 熟 と言 わ ね ば な ら な い 。

服 従 す べ き女 神 の価 値 は絶 対 的 で あ る。 同時 に詩 人 の献 身行 為 は 自 己修 練 と して の主 体 的 意 味

を 有 す る。 詩 人 は この発 見 を 女 神 の絶 対 的価 値 が 道 徳 的 性質 を持 っ こ とに お い て確 認 す る。 詩

作 行 為 が ミュ ー ズ の啓 示 を 正 確 に再 現 す る こ とで あれ ば、 そ れ は究 極 的 に女 神 の善 意 を知 る行

為 で あ る。 詩 作 は この価 値 を 達成 す る こ とで あ る と い う意 味 に お い て、 道 徳 的 性 質 を持 っ 。 言

い 換 え れ ば 、 女 神 の絶 対 性 は詩 の道 徳 的 到達 点 を示 し、 詩 作行 為 は この 目的 を達 成 す る道 徳 的

デ ィ シ プ リ ンで あ る。 従 って 女 神 の冷 酷 な側 面 は、 この過 程 にお け る試 練 あ る い は儀 式 的 通 過

点 と呼 ぶ べ き意 味 を持 っ もの と確認 し得 る。 女 神 詩 の 主 題 は、 女 神 の象 徴 性 自体 に そ の最 終 的

意 味が 内 在 す る と い うよ り詩 的 デ ィシ プ リンの主 体 的 意 味 に見 出 され るべ き もの で あ る と考 え

るべ きで あ る。 葛藤 は この 意 味 で和 解 に 向 か う方 向性 を持 っ と仮 定 され る こ と は 当 然 で あ る。
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グ レイ ヴ ズ の女 神 は この可 能 性 を 示 唆 しか っ常 に両 面 的で あ る。

女 神 詩 の象 徴 性 が グ レイ ヴ ズの 詩 的発 展 を制 限 す る とす る解 釈 は、 部 分 的 に は不 可 能 で はな

い。 そ の根 拠 は、 グ レイ ヴ ズ の象 徴 詩 が象 徴 詩 固有 の曖 昧 性 を追 求 す る と見 る も の で は な く・

神 話 的 象 徴 と して の 「白 い女 神 」 神 話 と い うモ ノ ミス(monomyth)の パ タ ンに依 存 す る と い

う限 界 を 内 包 す る と考 え る もの で あ る。 女 神 詩 と散 文作 品 、7「舵Wん``θGo4dθ8s(1948)が 相

互 に 関係 を持 つ こ とは不 可 避 的 で あ り、 実 際 に詩 人 は この業 績 に お いて 、 詩 的 文 脈 と神話 的 ア

レ ゴ リー との調 和 を追 求 す る と見 る こ と はで きる。 女 神 詩 が 詩 的 限 界 を 示 唆 す る場 合 は、 そ の

主 題 が 詩 的求 心 性 を示 す もの と して追 求 され る とい うよ り、 む しろモ ノ ミスの特 質 を象 徴 的主

題 と して、 拡 散 的 あ る い は類 型 的 に表 現 す る作 品 に お け る こ とが認 め られ る。 この場 合、 象 徴

性 は詩 的 葛 藤 の 内実 を伝 え る とい う よ り象 徴 の類 型 的パ タ ンを示 す こ と に終 始 す る。 これ はた

しか に女 神 詩 に お け る弱 点 を示 す と言 わ ね ば な らな い。 しか し これ は例 外 的 で あ り、 女 神 詩 の

象 徴 的 性 質 は む しろ詩 作 の イ ンペ タ スの 複雑 な性 質 を表 現 す る唯 一 の手 法 で あ る と見 る こ とが

で き る。 事 実 この認 識 は40年 代 の ポ ス ト ・ライ デ ィ ング;期か ら50年 代 にお け る詩 的 デ ィ シ プ リ

ンの 緊 張 を維 持 す る こ と を確 認 す る こ とが で きる。 特 に詩 作 感 覚 と して の ロマ ンテ ィ ッ クな視

点 が 新 た な現 実 認 識 を 含 む肯 定 的 性質 を持 っ もの と して 示 され る こ と、 及 び詩 の道 徳 的性 質 を

再 認 識 す る姿 勢 が 明 らか にな る こ と は、 グ レイ ヴ ズ詩 作 の 新 たな展 望 を示 唆 す る もの と して重

要 な変 化 で あ る ことを 改 めて 指摘 して お か ね ば な ら'ない。

グ レイ ヴ ズ の詩 的 発 展 にお いて最 も重 要 な段 階 は マ ヨル カ にお け る もの で あ る。 この経 験 は

自 らの 曖 昧 な詩 作 意 識 に対 す る厳 しい試 練 で あ り、 同 時 に詩 的 自我 に対 す る認 識 が根 本 的 に 問

わ れ る こ と.を意 味 す る。 ラ イデ ィ ン グが グ レイ ヴ ズ に及 ぼ した影 響 は グ レイ ヴズ の詩 的成 熟 を

方 向 づ け る詩 的 デ ィシ プ リ ンと して の意 味 を持 っ もの と解 釈 す る こ とが で きる。 そ れ は グ レイ

ヴ ズが ラ イ デ ィ ングの 芸 術 的 姿勢 に追 随 す るア ポ ス ルで あ る と い う意 味 で はな く、 む しろ ライ

デ ィ ング の反 面 教 師 的 意 味 を強調 す べ きで あ る。 そ れ は要 約 的 に は ライ デ ィ ン グの詩 作 原 理 あ

る い は モ ダ ニ ス ト詩 の感 覚 に対 す る反発 と 自 らの詩 人 と して の資 質 が イギ リス詩 の伝 統 的 感 覚

を継 承 す る こ とに対 す る確 認 で あ る と言 え る。

..thesepoems[ofCP59]...remaintruetotheAnglo-lrishpoetictraditionintowhichI

wasborn,

グ レイ ヴ ズ の詩 的 業 績 は、20世 紀 初 頭 か ら30年 代 に お け る イ ギ リス詩 の 状況 との 関 連 を 視 野

に入 れ れ ば、 ジ ョー ジ朝 詩 あ る い は戦 争 詩 の重 要 な局 面 に主 体 的 に関与 す る こ とな く、 専 らマ

ヨル カ に お け る特 殊 な文 学 環 境 にお いて達 成 され た とい う意 味 で は、 イ ギ リス詩 の近 代 的 性 質

の形 成 に深 い影 響 を与 え た とは言 え な い。 しか し グ レイ ヴ ズ/ラ イ デ ィ ン グの文 学活 動 は あ る

意 味 で は イ ギ リス詩 に お け る モ ダニ ス ト詩 の イ ンパ ク トを 再 現 す る事 例 とし て解 釈 し得 る一 面
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を持 っ といえ る。 ライディ ングを保留無 しにモダニス トと呼ぶ ことはおそ らく正確ではないが、

20世 紀初頭 にお けるモ ダニ ス ト詩 の概念 の曖昧 さを考慮 すれば、 イギ リス詩 の伝統的感覚 を芸

術的反主題 とみなす姿勢 においては、 イギ リスにお けるモ ダニス トの典型的視点 を共有す る こ

とは否定 で きない。 この意 味 においてグ レイヴズに対 す るライデ ィングの影響 を、 イギ リス詩

の伝統的感覚 に対 す るある種 のチ ャレンジで あるとす る見方 はあなが ち的外れで はない。 グ レ

イヴズの詩的発展 は、従 ってモ ダニス トの感覚 に対 す る反発 として確認 され る興味深 い局面 を

有す る。 マ ヨル カの文学的状況 は意図的 に脱 イギ リス的姿勢 を固持す るために、 その特殊性 を

イギ リス詩 の状況 と して一般化す る ことは適切で はない意味 はあるが、 グ レイヴズの詩的軌跡

は1930年 代 までのイギ リス詩 に起 こり得た変化 を要約 的に示す ものであ ると解釈す る ことが で

きる。 マ ヨルカにおけるグ レイヴズ/ラ イデ ィ ングの文学的状況 は この視点 にお いて は特殊 な

文学的事件で あ るとはいえない。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本 論 文 は今 世 紀 の イ ギ リスの 詩人 ロバ ー ト ・グ レイ ヴズの 詩 作 と批 評 活 動 を詳 細 に分 析 し、

そ の軌 跡 を 明 らか に して 、 現 代 イギ リス文 学 に お け る位 置 を確 認 す る ことを試 みた もので あ る。

グ レイ ヴ ズ は現 代 イ ギ リス の代 表 的詩 人 の一 人 で あ る に もか か わ らず、 正 当 に評 価 され る こ と

が な か った。 本 国 イ ギ リス にお いて も研 究 は少 な く、 我 が 国 にお いて は先 行 す る研 究 は ほぼ 皆

無 に等 しい 状 況 で あ る。 文学 史 的 に は第 一 次 大 戦 の戦 中 ・戦 後 派詩 人 の一 群 、 い わ ゆ る 「戦 争

詩 人 」 た ちの一 人 と見 な され るの み で あ り、 む しろ モ ダニ ズ ムの 先駆 的批 評 や神 話 研 究 の 業 績

の み が知 られ て い る と言 って もよい。 これ は グ レイ ヴ ズ の登 場 の 時代 が い わ ゆ るモ ダ ニ ズ ム文

学 の もて はや さ れ た時 代 で あ り、T.S.エ リオ ッ トが 注 目を 集 め 、 グ レイ ヴ ズ ら ど ち らか と い

え ば伝 統 的 な ス タ イ ルの 詩 人 た ちが軽 視 さ れ た た め で あ り、 ま た 、 モ ダ ニ ズ ム以 降 はW.H.

オ ー デ ン、 デ ィ ラ ン ・ トマ ス らの活 躍 の影 に隠 れ る こ とにな った た め で あ る。 しか し、 モ ダ ニ

ズ ム は、 そ の本 来 的 性格 と して、 ア メ リカや フ ラ ンスか ら輸 入 され た もの とい う異 質 性 を持 っ

が ゆ え に、 イ ギ リスの伝 統 的詩 の系 譜 か らは外 れ る もの で あ る こ と は指 摘 され な け れ ば な らな

い。 本 論 文 に お い て 明 らか に され て い る よ うに、 イ ギ リス詩 の 伝統 的、 道 徳 的主 題 の正 統 な 継

承 者 で あ る グ レ イ ヴ ズ は、 長 い伝 統 の 中 で の正 当 な 位 置 づ けが行 わ れ れ ば、 きわ め て重 要 な 詩

人 で あ る こ とに疑 い は な い の で あ る。

モ ダニ ズ ム が イ ギ リス の詩 壇 に与 え た影 響 は非 常 に大 きな もの で あ るが、 現 時 点 で 回顧 して

み れ ば・ 最 終 的 に は捨 象 さ れ た とみ なす こ とが で き る。 モ ダニ ズ ムの影響 とそ こか らの脱却 は、
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い わ ば イ ギ リス の詩 全 体 が 経 験 した こ とで あ る とも言 え るが、 グ レイヴズが ア メ リカの詩 人 ロー

ラ ・ライ デ ィ ング と避 遁 し、 マ ヨル カ に お い て そ の薫 陶 を受 け た こ と は、 この よ うな文 学 史 上

の事 件 の個 人 レベ ルで の顕 現 と考 え る こ とがで き る。 従 って、 本 論 文 に お いて は、 グ レイ ヴ ズ

の 「ラ イデ ィ ング体 験」 を 中心 と して論 が展 開 され 、 その 意 味 す る と ころ を追 求 す る努 力 が 相

当 な部 分 を 占め て い る。 グ レイ ヴズ は第 一 次 大 戦 に従軍 し、 ソ ンム戦線 で 負傷 して帰 国 したが、

そ の結 果深 い精 神 的 な傷 を受 け る こ とに な った。 グ レイ ヴ ズが この精 神 的 な戦 争 後 遺 症 か ら脱

却 しよ うと もが いて い る時代 は、 モ ダニ ズ ム の台 頭 と重 な って い る。 モ ダ ニ ズ ム の 詩 はT.S,

エ リオ ッ トに典 型 的 に見 られ るよ うに、(論 者 の言 葉 を借 りれ ば)「 エ リテ ィ ス ト」 的 で あ り、

難 解 で ある こ と、あ る意味 で独善 的 で あ るこ とを その特徴 とす る。 ヴィク トリア朝、 さ らに ジ ョー

ジ朝 の伝 統 の 中 に位 置 し、 そ こで活 動 を 始 あ た若 い詩 人 で あ る グ レイ ヴ ズ に と っ て は、 モ.ダニ

ズ ム の この よ うな特 性 は本 来 異 質 な もの で あ る はず で あ った。 それ が 彼 に大 き な影 響 を与 え る

こ とに な った の は、 彼 自身 の戦 争 後遺 症 と詩 作 との微 妙 な関 係 に そ の原 因 が あ る と本論 文 で は

指 摘 さ れ る。 戦 争 体 験 は深 刻 な傷 を彼 に与 え た が、 そ れ は詩 作 の面 で は創作 活 動 を促 す もの で

もあ った。 この こ とは グ レイ ヴ ズ に と って苦 悩 と不 安 の要 因 とな る。 精 神 的傷 か ら治癒 す る こ

と は、 詩 的 イ ンス ピ レー シ ョ ンの 力 を喪 失 す る結 果 とな り、 詩 人 と.して の 自分 の 存在 が危 う く

な るゐ で はな いか と い う危 惧 で あ る。 この よ うな不 安 は、 グ レイ ヴ ズ とい う詩 人 が、 そ の創 作

活動 の 基 盤 と して 、 自 らを 律 し鍛 練 す る こ とを常 に必 要 と して い た こ とを示 して い る。 本 論 文

にお い て は、 「デ ィ シプ リン」 とい う言 葉 が 多用 され て い る が、 これ は グ レイ ヴ ズ の 詩 作 活 動

にお いて は最 も重要 な キ ー ワ ー ドで あ る と言 え よ う。 ま た、 そ れ は グ レイ ヴズ の詩 が 自己修 練

の所 産 で あ り、 そ の修 練 の経 験 そ の もの を、 自 らを 語 る もの で あ って、 基 底 に お い て きわ め て

イギ リス的 な 道 徳主 義 を そ な え て い る こ とを示 して もい る。 モ ダニ ズ ム と グ レイ ヴズ との 出逢

い は、 詩 的創 作 の 源泉 と して の デ ィ シプ リンを常 に希求 す る彼 の詩 人 と して の本 質 とよ く一 致

す る面 が あ っ た こ とが 明 らか に され た。

ロー ラ ・ラ イデ ィ ン グを モ ダニ ズ ム詩 人 とみ な す こ とに はい くっ か の問 題 が あ る こ とを本 論

文 で は指 摘 して い る。 ライ デ ィ ン グ自身 もモ ダ ニ ス トとの差 異 を意 識 して い た こ とは事 実 で あ

る。 しか し、 そ の難 解 性 、 エ リテ ィズ ム、 神 秘主 義 的傾 向 とい った点 で、 モ ダ ニ ス トとの共 通

点 は多 い。 グ レイ ヴ ズに と って も ライ デ ィ ング はモ ダニ ス トと して捉 え られ た と考 え られ る。

少 な くと も彼 の 「ラ イデ ィ ン グ体 験 」 は詩 作 活動 と批評 活 動 の両 面 に お い て、 モ ダニ ズ ム体 験

そ の もの で あ った と言 う こ とが で き る。 と りわ け、 ライ デ ィ ング が もた らした 「デ ィ シプ リン」

は グ レイ ヴズ に と って非 常 に重 要 な意 味 を持 つ こ と にな った。 ライ デ ィ ング は詩 に対 して独 特

の きわ め て厳 しい考 え を持 って い る。 彼 女 に よれ ば詩 は真 実 で あ り、 詩 以 外 の真 実 はな い。 詩

は真 実 を表 現 しな け れ ば な らな い ので あ る。 そ の た め に個 人 的 な もの 、 私 的 な ものを 徹 底 して
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排 除 し、 客観 性 、 普 遍 性 を追 求 しな けれ ば な らな い とす る。 論者 の説 明 に よれ ば 、 「詩 は真 実

で あ るが故 に、 純 粋 な意 味 にお いて は創 作 行 為 さえ も拒 絶 す る」 もの な の で あ る。 詩 人 と して

の ライ デ ィ ングが どれ ほ どの 価値 を持 ち、 グ レイ ヴズが この よ うな厳 格 な詩 作 態 度 を ど こ まで

模 倣 した か に っ いて は、 疑 問 が 多 い こ とは事 実 で あ る。 しか し、 本 来 「ロマ ンテ ィ ッ クな」 資

質 を 備 え、 ヴ ィ ク トリア朝 や ジ ョー ジ朝 の詩 の伝 統 に親 近 感 を感 じ、 そ れ が ゆ え に詩 人 と して

の 「甘 さ」 を 自覚 して いた グ レイ ヴ ズに と って は、 マ ヨル カで の共 同生 活 を通 じて ラ イデ ィ ン

グか ら与 え られ た デ ィシ プ リ ンは、 詩 作 活 動 の根 幹 を形 成 す るた め に 有益 な もの で あ った。 本

論 文 にお い て は、 グ レイ ヴ ズの この よ うな ライ デ ィ ング体 験 を、 ライ デ ィ ング 自身 の詩 論 を深

く研 究 す る こ と も含 めて、 きわ あ て詳 細 に検 討 して い る。 この経 験 の結 果、 グ レイ ヴ ズ は戦 争

後 遺 症 に よ る詩 人 と して の ス ラ ン プを完 全 に脱 し、 新 た な創 作活 動 へ 向 か う こ とが可 能 にな っ

た こ とが余 す と こ ろな く立 証 され て い る。

グ レイ ヴ ズ は最 終 的 に は ライ デ ィ ン グ と離 別 し、 その 影響 か らも離 脱 す るの で あ るが、 本 論

文 の探 求 に従 え ば、 これ はモ ダニ ズ ム か らの発 展 的 脱 却 で あ り、 イ ギ リス詩 の本 来 の伝 統 ヘ グ

レイ ヴズ が 回帰 した こ とを意 味 して い る。 イ ギ リスの 詩 は、 そ の伝 統 的特 質 と して道 徳 的傾 向

を強 く備 え て い る。 戦 争 体 験 以 来 、 自 らの生 き方 と詩 作活 動 を不 可 分 の もの と し、 そ れ ゆ え に

苦 悩 して きた詩 人 で あ る グ レイ ヴズ は、 自 己 の抱 え る私 的 な 問題 を詩 と して表 現 す る こ とが 自

分 の行 うべ き こ とで あ る こ とを 自覚 して い た。 そ れ は一 方 で は、 普 遍 性 を失 い読 者 との関 係 を

喪 失 す る危 険 性 を持 つ もので あ った こと は 自明 で あ る。 ライ デ ィ ング か ら受 け た デ ィ シプ リン

に よ り、 自 己 の甘 さを克 服 し、 個 人 の生 の 問 題、 と りわ け恋 愛 を描 く詩 人 と して、 イ ギ リス詩

の 道 徳 的 伝 統 に立 脚 した詩 作 活 動 を安 定 して追 求 す る こ とが可 能 とな った ので あ る。

しか し、 グ レイ ヴズ は1930年 代 、40年 代 にお いて も、 詩 作 に お け る根 本 的 な デ ィ レ ン マ と の

葛 藤 を継 続 して 経 験 して い る。 それ は詩 作 の根 源 にあ る 「女 神 」 な い し 「ミュ ー ズ」 と詩 人 と

して の 自分 の関 係 で あ る。 グ レイ ヴ ズの 代 表 的著 作 の一 っ 『白 い女 神 』 は、 フ レイ ザ ー以 来 の

神 話 研 究 の系 列 に属 す る もの と一 般 に理 解 され て い るが、 実 際 に は グ レイ ヴ ズの 詩 人 と して の

葛 藤 を背 景 と した もので あ る。 グ レイ ヴ ズの 見方 で は、 女 神 は詩 人 に詩 的 霊 感 を 与 えて くれ る

存 在 で あ り、 詩 作 の源 泉 で あ る。 しか し、一 方 で は冷 淡 に詩 人 を突 き放 し、霊 感 を与 え る こ と

を拒 否 す る場 合 もあ る。 この よ うな 「二 面 性 」 が女 神 の本 質 で あ り、 それ ゆ え に詩 人 は果 て し

な く苦 悩 す る こ と とな る。 グ レイ ヴ ズの 「女 神 詩 」 に は この よ うな葛 藤iが描 か れ る の で あ り、

そ れ は ジ ョー ジ朝 か らモ ダニ ズ ムを経 て、 イギ リス詩 の伝 統 的 感 覚 を再 認 識 した グ レイ ヴ ズが

直面 した大 きな 問 題 で あ った 。 本論 文 で は、 『白 い女 神』 を 中心 と して、 「女 神 詩 」 に現 れ る こ

の 問題 を詳 細 に検 討 し、 グ レイ ヴ ズの詩 人 と して の独 自性 が そ こ に見 られ る こ とを 明 らか に し

て い る。
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本 論 文 は緻 密 な構 成 の下 に、 一入 の詩 人 の成 長 を その 詩 作 活動 の根 源 を徹 底 的 に追 求 す る こ

とに よ って十 全 に記 述 す る こ と に成 功 して い る。 ま た、 グ レイ ヴズ とい う一 人 の詩 人 に焦 点 を

あ て て い るの で は あ る が、 彼 の ラ イデ ィ ング体 験 が イ ギ リス詩 そ の もの が体 験 した モ ダニ ズ ム

の洗 礼 の い わ ば縮 図 で あ った こと を示 す こ とに よ り、 今 世 紀 にお け るイ ギ リス詩 の系 譜 と見 取

り図 を描 く こ とに もな って い る。 難解 な モ ダニ ズ ム詩 を十 分 に理 解 し、 それ との対 照 にお い て、

グ レイ ヴ ズが持 っ伝 統 的、 道 徳 的 性 格 を 浮 き彫 りにす る こと とな った。

グ レイ ヴ ズ は 『我 、 ク ロー デ ィア ス』 な どの小 説 を書 い た小説 家 で もあ り、 神 話 の研 究 者 で

もあ った。 本 論 文 を読 む限 り、 グ レイ ヴ ズの著 作 活 動 の全 容 は必 ず し も明確 に さ れ て い る とは

言 い難 い。 また、 表 題 に あ る よ うに、詩 作 の他 に批 評 を も研 究対 象 と して い るの だ が、 詩 の詳

細 な分 析 に比 して、 批 評 活 動 の検 討 が や や不 足 して い る よ うに も思 わ れ る。 特 に 同 時 代 のT。

S.エ リオ ッ トの創 作 と批 評 との対 比 的研 究 が 行 わ れ れ ば 、 モ ダニ ズ ム と イ ギ リス の伝 統 的 詩

との対 照 が よ り よ く明 らか に され た ので はな い か と思 われ る。 この よ う な面 か ら見 るな らば 、

本 論 文 は、 一 人 の作 家 の全 体 像 の解 明 と して は不 十 分 な点 を残 して い る。 しか し、 小 説 家 、 批

評 家 と して の グ レイ ヴ ズ は夙 に知 られ て いた の で あ り、 評 価 も定 ま って い る と言 え る。 第 一 に

詩 人 と して評 価 され るべ き作 家 で あ る に もか か わ らず 、 そ の詩 作 の面 が十 分 に研 究 さ れ て こな

か った こ と こそ が 問 題 な の で あ って、 本 研 究 はそ の よ うな グ レイ ヴ ズ評 価 の欠 陥 を矯 正 す る こ

とを第 一 の 目的 とす る もの で あ る。 従 って、 小 説 家 、 批 評 家 と して の面 が相 対 的 に軽 視 され る

か め よ う な印象 を与 え るの はむ しろ当 然 で あ る と も言 え よ う。詩 人 と して の グ レイ ヴ ズの半 世

紀 にわ た る軌 跡 の 探 求 は、 間 然 す る と ころの な い綿 密 な テ キ ス ト解 読 と強靱 な論 考 に裏 付 け ら

れ て い る。 本 研 究 が 、 この不 当 に軽 視 され て きた詩 人 の創 作 活動 の本 質 を 明 らか に した画 期 的

研 究 で あ る こと に疑 い はな く、 今 後 の グ レイ ヴ ズ及 び モ ダ ニ ズ ム研 究 に お け る ス タ ン ダー ドを

提 供 す る こ とに な ろ う。

よ って 、 本 論 文 の提 出者 は、 博 士(文 学)の 学 位 を授 与 され る に十 分 な資 格 を有 す る もの と

認 め られ る。
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